
冷風扇 SL-N3CF

このたびは本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうござい
ます。
本製品を十分にご理解いただき、末永くご愛用いただくためにこ
の取扱説明書をよく読んでいただき、正しくご使用下さいますよ
うお願い申し上げます。
※本品は気化熱を利用し涼感を得る製品であり、冷房機ではござ
いません。

家庭用

日本国内専用 use only in Japan
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メモ

壁や家具などの近くでは使わず、壁に押し付けない

でください。モーターに負荷が掛かり、以上発熱の

原因になります。壁や家具などから上方・後方・側

方100㎝以上離して設置してください。
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操作パネル

スイッチボタン

ルーバー

フロントカバー

ウォータータンク

ゲージ

エアフィルター

給水タンク

電源コード

キャスター

操作パネル 給水タンク

ゲージ

給水タンク

バックル

電源プラグ

保冷剤2個
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リモコン

入/切

スイング

（左/右）

モード冷風

風量タイマー

スイング

（上/下）

操作パネル

風量切替

ボタン

モード切替

ボタン

ルーバー

スイング

切替ボタン

（左右）

ルーバー

スイング

切替ボタン

（上下）

冷風切替

ボタン

タイマー

設定ボタン

風量切替

ボタン

ルーバー

スイング

切替ボタン

（左右）

ルーバー

スイング

切替ボタン

（上下）

タイマー

設定ボタン

冷風切替

ボタン

温度表示部分

（風量切替時は風量表示後

温度表示に戻ります）
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■水タンク内の水を吸水ポンプで吸い上げ、

吸水フィルターに水を垂らして湿らせます。

■湿った吸水フィルターに風が通り抜ける際、

水の蒸発によって気化熱が奪われることにより、

周囲より温度が下がった風を吹き出します。

気化熱の作用ですので、ご使用になる

条件により体感温度にはそれぞれ差が

生じます。

エアフィルター

空気中のゴミやチリが

製品内部に入るのを防ぎます。

吸水ポンプ

注水口

送風ファン

水タンク

吸水フィルター

室内空気

冷風扇の仕組み

使用上のご注意

■この製品はエアコンやクーラーとは違い、お部屋全体を冷やしたりすることはで

きません。

■長時間水を入れたままにしますとカビやにおいの原因になります。残った水は新

しい水と入れ替えてください。しばらくお使いにならないときは水を抜いて、吸

水フィルターを充分乾燥させてください。

■冷風運転時は、水タンクに水を入れてください。冷風運転になりません。

■エアフィルターにホコリ等がたまりますと、異常加熱や故障の原因になります。

エアフィルターは定期的に掃除してください。

■周囲温度や湿度が高いときには、水タンクの外側が結露することがあります。

とくに保冷剤を使用したときや水温が低いと、結露が発生しやすく本体の内部等

に水が溜まりますので、定期的に拭いてください。

■操作パネルのLEDランプは、最後の操作が行われてから約1分後に減光しますが、

故障ではありません。

■この製品には安全上の観点から、10時間自動OFF機能が搭載されています。

最後の操作が行われて約10時間後に、運転を停止しますが故障ではありません。

■この製品にはポンプ保護機能が搭載されています。

冷風運転時に水位がMINを下回ると保護機能が働き、警告音を発した後、自動的に

ポンプが停止して冷風運転のランプが消灯し冷風運転を停止しますが、故障では

ありません。

■フィルター枠を取り外す場合は、必ず電源を切って、吸水フィルターが完全に乾

燥されている事をご確認いただいてから取り外ししてください。

乾燥が不十分のまま取り外しますと吸水フィルターから水が滴り落ちます。

■タンクを取り出す際は、電源を必ず切ったうえで、いきなり全部を引き出さず、

まず半分くらい引き出して吸水フィルターなどが含んだ水分が滴り落ちていない

事を確認されてから全部引き出してください。

■輸送時の脱落防止用で貼り付けているテープ類などは、全て剥がしてからご使用

ください。
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バックルの締め忘れに

注意！

※水道水を使用し、「Max」の位置以上に給水しないでくだ

さい。移動の際水がこぼれる原因になります。

※水位が「Min」の位置まで下がりましたら、水を補給して

ください

この部分にフィルター開閉セン

サーがあります。

フィルターがしっかりと閉じられ

ていないと電源が入りません。

リモコンの使い方

リモコンの電池交換

7



① AC100Vコンセントに電源プラグを差し込み、運転ボタンを押す。

電源プラグをコンセントに差し込むとピッと電子音が鳴り待機状態になります。

「入/切」ボタンを押すと、ルーバーが自動で開き「風量0１」で運転を開始します。

② お好みによって運転状態を設定する。

■風量ボタンで風の強さを調節できます。風量は温度表示部分に表示されます。

（風量選択時/選択後温度表示に戻ります）

「01」→「02」→「03」の順で風量が切り替わります。

■スイングボタン（左/右）を押すと、縦ルーバーが左右に作動します

　スイングボタン（上/下）を押すと、横ルーバーが上下に作動します

■モードボタンで風の種類を選べます。

ノーマルモード　リズムモード　おやすみモードの3種類

〇リズムモード 一定のリズムにそって風量を調整します

リモコンの電池交換を参考に電池を交換してください。

電源プラグはコンセントに根本まで確実に差し込んでください。

※電源プラグは必ず本体を立てた状態でコンセントに差し込んでください

※機器の設置は人の行き来で電源コードに引っかからない場所に設置して

ください

※リモコンの電池収納部から出ているタグを引き抜いてください。

リモコン内に、動作確認用の電池が入っておりますが

動作が鈍くなったり動作距離が短くなったら、電池の

交換時期です。

リモコンの電池交換を参考に電池を交換してください。

・弱風モード：弱風～停止～弱風～停止を繰り返します

・中風モード：中風～弱風～中風～停止～弱風～中風～弱風～停止を繰り返します

・強風モード：中風～弱風～強風～中風～強風～弱風～強風～停止を繰り返します
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〇おやすみモード

■タイマー

１H～８Hまで、1時間ごとに設定可能。

■冷風

③ 運転を停止するときは再度運転ボタンを押す。

「入/切」ボタンを押すと、送風ファンが止まり、自動でルーバーを閉じます。

タイマー

・動作している状態で設定する

・OFFタイマー

（ONタイマー機能はありません）

・ボタンを押すと温度表示部分に1H、2H、

3H・・・8Hと表示される

（3秒後に温度表示に戻る）

風量

※給水タンクに保冷剤を入れて使用される場合、まれに温度差により本体底

部・下部に結露することがあります。

時々、乾いた布などで拭き取ってください。

※保冷剤のふたは固定されていますので、無理に開けないでください。

容器にひびが入ったり、破損して内容物が飛び出る恐れがあります。

※保冷剤の中身が皮膚についた場合は、すぐに石鹸と水でよく洗ってください。

※保冷剤の中身を飲み込んだ場合は、すぐに医師の診断を受けてください。

※保冷剤の中身が目に入った場合は、すぐに水でよく洗い、異常があった場合

医師の診断を受けてください。

ランプが点灯しているときは、給水ポンプで給水タンクの水を吸い上げ、冷風運転をして

います。冷風ボタンを押すごとに冷風運転と送風運転が切換わります。

注意：吸水フィルターは完全な乾燥状態から、フィルター全体が水に濡れるまで約10分程

度かかります。※必ずタンクに水のあることを確認してください。

・「弱」を設定した場合

タイマーの設定時間までまたは動作を停止させるまで「弱風モード」で動作します。

・「中」を設定した場合

「中風モード」で30分動作した後、タイマーの設定時間までもしくは動作を停止さ

せるまで「弱風モード」に切り替わり動作します。

・「強」を設定した場合

「強風モード」で30分動作し、「中風モード」に切り替わり30分動作した後、タイ

マーの設定時間までもしくは動作を停止させるまで「弱風モード」に切り替わり

動作します。
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1.給水タンクを本体から取り出し排水してください

2.排水後、流水で洗浄し、柔らかい布でキレイに拭い

た後、風通しの良い場所でよく乾燥させてください
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1.エアフィルターを外します

上部取っ手部分を持ち、手前に引き出すことで外れ

ます

2.エアフィルターの内面にセットされている吸水

フィルターを外します

3.エアフィルターの掃除をします

埃を軽くはたき、手で軽く水洗いをして陰干しをし

てください

1.エアフィルターの内面にセットされている吸水

フィルターを外します

2.吸水フィルターを洗います

・中性洗剤を使って、水またはぬるま湯で軽く押

し洗いをして、きれいな流水で洗い流した後、

水をよく切り、陰干しをしてください

・フィルターは強くしぼらないでください

・漂白剤は使用しないでください

3.給水フィルターを元の位置に取り付けます

取り外した方法とは逆の作業で吸水フィルター

を取り付けてください

■お手入れの際は必ず電源プラグを抜いてください

●感電・ケガの原因となります

■操作部やモーターは水などで絶対にぬらさないでください

●感電・ショートや故障の原因となります

■エアフィルター・吸水フィルターを外したままで使用しないでくだ

さい

●故障の原因となり水が周囲に飛び散ることがあります
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※保冷剤を捨てないでください

※ふたを開け中身を捨てないでください

※保冷剤を冷凍庫で保管することは絶対にしないでください

膨張し破裂する恐れがあります

※小児の手の届かない場所に保管してください

※保冷材のキャップをしっかりと閉めてから、直射日光の当たらない場所に

保管してください

保冷剤について

冷風運転でさらに冷たい風を送り出したい場合にお使いください。

保冷剤を使用する場合、本体に水滴がつき、床を濡らす恐れがありますの

で、注意してご使用ください。

（結露受け安心トレーのご使用をお勧めします）

1.保冷剤は冷凍室に3～4時間入れて凍らせます

破損の恐れがありますので、業務用などの-20度以下の冷凍室での

冷凍はしないでください。

2.凍らせた保冷剤は給水タンク内の手前に入れた後給水してください。

（下図）

※ご使用中に保冷剤が奥に移動しても問題はありません

※給水を先にすると保冷剤を入れることにより給水タンク内の水量が
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中国

電源　周波数

定格消費電力

原産国

冷風扇

SL-N3CF

266×275×750mm

5.6kg

AC100V　50/60hz

45W

重量（ｋｇ）

品名

品番

商品サイズ（約ｍｍ）

お読みになった後も、お使いになる方がいつでもご覧いただける場

所に保管してください

製品仕様
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【サポート窓口】〒331-0811 埼玉県さいたま市北区吉野町1-430-10

☎048-660-1355（午前9時～午後5時/土日祝を除く）

SL-N3CF
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